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前
見
返
し
、
一
丁
表

五
〇
丁
表
、
五
〇
丁
裏

『
源
氏
御
談
義
』（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
　
音
無
文
庫
所
蔵
）

※
画
像
は
九
州
大
学
附
属
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、掲
載
に
際
し
一
部
改
変
を
加
え
た
。



解
　
　
説�

國　

廣　

悠　

真

今
回
紹
介
す
る
も
の
は
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
音
無
文
庫
所
蔵
の
『
源
氏
御
談
義
』（
以
下
、
九
州
大
学
本
）
で
あ
る
（
請
求
番
号
：
545
／
ケ
／
39
）。
27
・
２
×

20
・
４
㎝
の
袋
綴
一
冊
で
あ
り
、
全
五
十
八
丁
か
ら
成
る
。
表
紙
は
山
吹
色
横
縞
、
題
簽
は
左
上
に
位
置
し
、
外
題
と
内
題
に
は
共
に
「
源
氏
御
談
義
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
本
文
は
一
面
十
二
行
の
片
仮
名
交
り
で
あ
り
、
書
写
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
江
戸
中
期
写
か
と
推
測
さ
れ
る
。

『
源
氏
御
談
義
』
は
『
千
鳥
抄
』
や
『
至
徳
記
』
と
も
呼
ば
れ
、『
源
氏
物
語
』
の
古
注
釈
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
本
資
料
の
跋
文
に
よ
る
と
、
同
じ
く
『
源

氏
物
語
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
河
海
抄
』
を
著
し
た
四
辻
善
成
に
よ
っ
て
至
徳
三
（
一
三
八
六
）
年
か
ら
嘉
慶
二
（
一
三
八
八
）
年
の
間
に
行
わ
れ
た
全
五
十
四
帖
の

講
義
を
連
歌
師
の
平
井
相
助
が
聞
き
、
応
永
二
十
六
（
一
四
一
九
）
年
に
書
き
残
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
本
文
に
は
『
河
海
抄
』
の
注
釈
方
法
を
踏
ま
え
た
語
句
ご
と

の
注
釈
、
さ
ら
に
善
成
に
よ
る
講
義
が
開
か
れ
た
年
月
日
の
記
載
も
見
ら
れ
る
。
跋
文
の
後
、「
後
成
恩
寺
三
箇
大
事
之
外
口
傳
條
々
」
の
勘
物
、「
槐
下
桑
門
藤
斎
」

の
奥
書
、「
河
海
抄
与
花
鳥
余
情
相
違
事
」
の
勘
物
、『
奥
入
』
の
奥
書
、「
原
中
最
秘
抄
云
ヤ
ウ
メ
イ
ノ
ス
ケ
ノ
事
」
の
勘
物
、「
楊
名
介
事
他
抄
物
云

外
記
秘
伝

」
の
勘
物
、

「
源
氏
物
語
青
表
紙

定
家
流

河
内
本
分
別
條
々
」
の
勘
物
、
兼
載
の
奥
書
、
龍
翔
院
の
奥
書
を
備
え
て
い
る
。

は
や
く
、『
源
氏
御
談
義
』
の
諸
本
は
待
井
新
一
氏
に
よ
っ
て
、
奥
書
や
勘
物
の
有
無
か
ら
三
系
統
に
分
類
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
岩
坪
健
氏
は
よ
り
多
く
の
諸
本

を
対
象
に
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
理
本
・
兼
純
奥
書
本
系
統
・
島
原
本
・
宗
祇
自
筆
本
系
統
・
藤
斎
奥
書
本
系
統
の
三
系
統
お
よ
び
そ
れ
ら
に
属
さ
な
い
二
伝

本
に
分
類
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
氏
は
略
本
で
あ
る
か
否
か
を
基
準
と
し
て
藤
斎
奥
書
系
統
本
を

　
（
１
）�

倉
野
本
、
学
習
院
大
学
国
文
研
究
室
（
三
条
西
家
旧
蔵
）、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
（
五
四
五
・
ケ
・
三
九
）、
陽
明
文
庫
（
近
・
二
四
三
・
七
三
）、
書
陵

部
（
一
五
一
・
一
八
三
）

　
（
２
）
書
陵
部
（
五
〇
二
・
四
五
）、
京
都
大
学
平
松
文
庫
（
七-

チ
三
）

　
（
３
）
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
黒
川
文
庫
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
古
典
叢
書
所
収
）

の
三
種
類
に
分
類
さ
れ
、
橋
姫
巻
に
お
け
る
項
数
を
比
較
す
る
こ
と
で
、（
１
）
を
抜
粋
し
て
（
２
）
と
（
３
）
が
略
本
と
し
て
成
立
し
た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、『
花
鳥
余

情
』
か
ら
の
引
用
を
示
す
出
典
名
「
花
鳥
」
の
記
載
数
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
て
い
る
。
藤
斎
奥
書
系
統
本
の
奥
書
類
を
確
認
す
る
と
、（
１
）
の
諸
本
は

九
州
大
学
本
と
全
く
同
じ
奥
書
・
勘
物
を
備
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
陽
明
文
庫
本
（
近
・
二
四
三
・
七
三
）
は
「
槐
下
桑
門
藤
斎
」
の
奥
書
以
降
の
奥
書
・
勘
物
が
見
ら
れ

ず
、
書
陵
部
本
（
一
五
一
・
一
八
三
）
は
「
源
氏
物
語
青
表
紙

定
家
流

河
内
本
分
別
條
々
」
の
勘
物
の
途
中
か
ら
脱
落
し
て
い
る
。（
２
）
は
「
原
中
最
秘
抄
云
ヤ
ウ
メ
イ
ノ
ス

ケ
ノ
事
」
の
勘
物
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
、（
３
）
は
「
非
人
桑
門
明
静
」
の
奥
書
の
後
に
「
以
上
自
筆
青
表
紙
夢
浮
橋
巻
奥
書
臨
模
也
」
の
一
文
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と

を
特
徴
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
か
ら
、
九
州
大
学
本
は
奥
書
の
内
容
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
藤
斎
奥
書
系
統
本
の
（
１
）
に
分
類
さ
れ
る
。

課
題
と
し
て
は
『
源
氏
御
談
義
』
に
お
け
る
善
本
が
定
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
岩
坪
氏
は
藤
斎
奥
書
本
系
統
に
つ
い
て
、
錯
簡
脱
落

を
免
れ
て
い
る
も
の
の
、
一
条
兼
良
著
の
『
花
鳥
余
情
』
か
ら
補
注
や
異
説
、
あ
る
い
は
原
著
に
な
か
っ
た
項
目
の
注
釈
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
原
型
を

損
な
っ
て
い
る
系
統
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。『
源
氏
御
談
義
』
の
研
究
に
は
未
だ
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
資
料
が
解
明
の
一
助
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

〈
参
考
文
献
〉
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待
井
新
一
「
源
氏
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語
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国
語
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学
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号
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東
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学
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語
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学
会
、
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九
六
三
年
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月
）
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岩
坪
健
「『
源
氏
物
語
千
鳥
抄
』
の
系
統
と
位
置
付
け
」『
源
氏
物
語
の
享
受 

注
釈
・
梗
概
・
絵
画
・
華
道
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
三
年
二
月
。
礎
稿
は
『
片
桐
洋
一
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』（
和

泉
書
院
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
）。）

※�

本
資
料
の
画
像
は
九
州
大
学
附
属
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（https://catalog.lib.kyushu -u.ac.jp/opac_detail_m

d/?lang=0&
am

ode=M
D
820&

bi
bid=7324499

）。
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（
く
に
ひ
ろ　

ゆ
う
ま
・
本
学
大
学
院
修
士
課
程
）


